


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2,701 105 591 
1.957 8３ 192 掛篭ｅ惑梠ムヘー、輝士鵯型蜜暮Ｋ蓬１壗国③
計 495 1,301131,952 100.0 31,2301100.0’10,007 3１ 20,6201９，５３７ 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































８，７４６ 3.637 ２，２８５ 
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6.312 3.603 2.076 









































































































































４９８ ２９６９ 1.090 
373 ２７４２ 1.061 
263 2,285 1044 
100 2.268 996 
計 45.96025.6 計 23,9 25,717 計 20.6 ９．６７５ 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ｎ百-ｉ 総計|％シ団参加％シ団不参加ｼ団参力 ％ 
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3,164 4.9 27.9 64,634 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































340 1.040 1,380 





































































コ1鑿''1111’8年６月１２ ９６ １２ 140 414 120 鷺’４３０， 12,301 ６，０２２ ７，６４１ ５，１６７ 台湾銀行

















l則ｌｉｉｉｉｌ８年６月１２ ９６ １２ 8,244 6,351 80968 9,102 8,100 4,885 7,515 6,040 17,776 12,562 17,176 15,852 合計
＝－ル供給｜大阪｜東京｜神奈川｜兵庫
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勝山 鶏新潟獺ン二％％ （⑥〈ＵＱ１口上 高砂商業 蝋多治見
秋田村瀬鍵麗ｶﾛ満屋船ⅡＭＩＩ州十二繍雛騨
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10％＞ 
６％≦ 
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比率 コールマネー需要銀行
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岡
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0％＜ 
'１１「東洋経済銀行号」大正13年８月と「銀行通信録」『大阪銀行通信録」「大正八
年末決算報告」より作成。
(2)コールローン供給銀行のゴチックはコールローン＋預け金≧20％のもの。
コールマネー需要銀行のゴチックはコールマネー＋借入金≧15％のもの。
643第一次大戦期コール市場の確立
第一に、日本の金融市場の母胎ともいうぺきイソターバンク市場のなかで、コール市場は大戦期に至ってその過
半を占め主流となったこと、このことから第一次大戦期をコール市場の確立期と呼ぶことができる。
東日本に属し、大阪以西の銀行は一行もないという不思議な事実である。このことは、さきの第八表においてゑた
普通銀行のコール需要が大阪よりも東京で大きいという想定と一致する。』」の地域的な不均衡についてはさらなる
実証のつ承かさねが必要であるが、生糸・織物金融の地域性と関連があるかも知れない。
以上のささやかな検討によって、大戦後期におけるコール需要のおおまかな概要が浮き彫りにされる。大正八年
末二億二千万円をこえる第一次のコール供給に対し、特殊銀行コール需要一億四千万円で、残る八千万円が普通銀
行需要である。この普通銀行コール需要の大口は生糸・織物金融関係の銀行と不安定な都市二流銀行からなり、そ
の下に交換尻決済需要がひろがる。とはいえ、ここで検討した普通銀行のコールマネーは統計一一二行一一一二六○万
円にすぎず、残る五千万円に近いコール需要については未だ闇のうちに漂い、その全貌を肌らかにする作業は漸く
その緒についたにすぎない。
注（１）『阿波商業銀行七○年小史』より。
（２）日銀「東京コール市場概観」（大正八年）「日本金融史資料明治大正編』第二四巻九一四頁
これまで第一次大戦期コール市場をめぐっていくつかの推計を試みながら、そのダイナミックな市場変貌を明ら
かにした。最後に、そこで明らかになった諸点を要約することによって、大戦期コール市場の立体像を浮き彫りに
し
よ
う
。
お
わ
り
に
644 
第二に、大戦期にコール市場は膨張しつづけ、ついに一一一億円の規模に篭したこと、その背景にはコール取引への
投資機会が著しく拡大したことがうかがわれる。
第三に、ビルプローヵーによる一一重計算を考慮した第一次コール供給二億円の大半が普通銀行による供給である
こと、またその半ばの一億円がビルブローカー銀行に流れたこと。
第四に、地域的にはコール取引は六大都市に集中していること。とはいえ大戦期コール市場勃興のきわだった特
徴は、コール取引の先進地Ⅱ大阪以外への急速な浸透にあり、それは大阪と東京の首座の逆転、神戸、横浜、名古
屋さらに西日本の地方大都市への浸透、市場勃興としてあらわれたこと・
第五に、大戦期におけるコール市場確立の牽引力の位置にあった東京市場のダイナミックな膨張は、大阪あるい
は名古屋の大銀行とビルブローヵー銀行が新たに参入し、激しい競争をいどんだところにもとめることができる・
それはシ団参加巨大銀行間の寡占間競争を軸にしながらも、ピルブローカー、シ団不参加の中小銀行入り承だれて
の極めて競争的色彩の強いダイナミックな市場勃興であった。
第六に、大戦期にコール市場がこれほど飛躍的な拡大を遂げた需要側の最大の要因は、特殊銀行による為替盗金
のためのコール需要の膨張にもとめることができる。それは第一次コール供給のおそらく一一分の一から一一一分の一一を
占めるに至ったと推定される。
第七に、とはいえ普通銀行のコール需要も大きく拡大したことは看過されてはならない。コール需要依存度の高
い普通銀行は都市の二流銀行と生糸・織物金融関係銀行であった。一方で、大戦期日銀支店の墹設↓手形交換所開
設↓交換尻決済のためのコール需要の拡大も大きな影響を与えたものと思われる。
第八に、普通銀行コール需要を預金規模別にゑて承ると一一一つのタイプに分かれること。大銀行はコール供給・需
第一次大戦期におけるコール市場の確立645 
要ともある比率をこえない節度がうかがえるのに対し、中銀行に至るや供給・需要ともに高い依存を示す銀行が多
数登場する。零細銀行についてはコール取入れがかなり困難であったことがうかがえること。
染られるとおり大戦期コール市場は極めてダイナミックな成長を遂げたのであるが、その動的変貌を貫ぬく最基
抵の流れは、コール市場が膨張するにともない、勃興しつつあった割引市場あるいは証券市場あるいは貿易金融機
関と新たな資金の交流が生れた一」とにある。その意味では確立期コール市場は金融市場全体のなかでどこに位置す
るか未だ流動的であった。コール市場の飛躍的拡大はまず貿易金融との交流によって可能となったのであるが、さ
らに勃興する割引市場や証券市場と有機的連関をとりむすぶ可能性を蔵していた。その意味では、ロンドン流に割
引市場とむすびつくのか、ニューヨークにふられるように証券市場とむすぶのか、あるいは貿易金融機関と直接む
すびつくのか、大戦期コール市場は可能性に満ちた、換言すれば矛盾に満ちた未だ不安定な位置にあったのである。
コール市場にあって勃興する諸市場との交流を一手に集約する結節点がピルブローヵーであった。第一次コール供
給のおよそ半ばを吸収するビルブローヵーが、如何なる経営軌道を辿りつつあったか、大戦期コール市場しいては
金
融
市
場
が
は
ら
む
可
能
性
と
そ
の
限
界
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
一
点
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い
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◎ 
〔付記〕本稿作成において法政大学特別研究助成金の補助を受けた。
（一九八・一二・二脱稿）
